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おかやま山陽高等学校 ユネスコ部

『ESDアクション宣言２０２０』

SNSを効果的に活用して
ESD活動を紹介、普及する！
コロナ感染症に対する正しい理解を持って、
工夫することが大切

他校との事前学習会の意見のなかにもあった、
「SNSを効果的に活用する」というアイディアを実
践してきました。工夫した成果が発揮されたのは、
『観光甲子園』の訪日観光部門において優秀作品
に選出されたことでした。活動が制約されるなか
での入賞は、私たちに活力を与えてくれました。
作品は、公式サイト及びYouTubeページで公開して
いただいています。これからは、さらに表現を工
夫して、InstagramやYouTubeなどSNSを効果的に活
用して、多くの人に発信していきたいです。

『フェアトレード』・
『服のチカラ』活動

文化祭でのフェア
トレード商品の委
託販売（４年目）

アッケシソウを守る会の
活動に携わろう！

『除草作業参加を再開する』

令和3年度 活動目標②

ユネスコ部で、コロナ禍における活動をどのように実
施するのかを話し合いました。その結果、「コロナ
禍」において、新しくできることを考えるよりも、本
校では、昨年まで行ってきた活動を、工夫して継続す
るという意見が多かったです。それ以来、コロナ感染
症という新たな視点が増えたことに対する工夫が大切
だという認識を共有しました。今できる新しいアイ
ディアをみんなで考え、実践してきました。また本年
度、創部したユネスコ部独自の取り組みとして、エコ
バック普及活動をスタートさせました。そして今後は、
SNSを効果的に活用して、活動を発信していきたいと考
えています。

コロナ禍におけるESD活動

令和3年度 活動目標①

「服のチカラ」
プロジェクト
（８年目）

花房泰志会長にインタビュー！

ユネスコ部を創部しました！

観光甲子園 訪日観光部門

上位３０作品 「優秀作品」

『見上げよう！浅口の星空』

（Starry Sky in Asakuchi）

チーム名：エトワール



学習会で学んだこと

・今の社会だからこその活動(コロナ禍を
活かす逆転の発想)ができること

・その地域に根付いた活動を考えること

・部活だけでなく学校全体で動いて活動
を広げること

美作高等学校 英語ユネスコ部

アクション宣言

「タテとヨコのつながりを大切に！！」

→縦：クラス、学年、学校単位

→横：自分や学校の周り、市

交流を深めて、それぞれの問題を協力し
て解決し、助け合える学校・町を作る。

これからの予定

・書き損じはがきの寄付を募る

・津山を訪れた海外観光客に向けて、英
語で津山の観光地マップを作る。

・現代創造コースと協力して法福寺（真
庭市）の欄間の修復





Chromebook ✕ 地域 

《林野街歩きガイド配信！》

　コロナ禍で

         林野地域への旅行・観光を断念…

オンラインで擬似旅行を配信！

《オンライン交流会！》

　　子供達への読み聞かせ

　　  お年寄りの方とのおしゃべり…

オンラインで交流会を開催！

おまかせください！！

諦めなくていいんです！！





～問題があってもあきあらめず解決策を探して進め～

・学んだこと・

他のESDスクールの学校はガチャガチャを使って地域の特産品を宣伝したり
地元の企業や団体との連携をして文化や伝統を発信していくといった様々な
アイデアで地域の振興や課題解決に取り組んでいた。矢掛高校もコロナ禍で
行事が中止や縮小されたが生徒たち皆で多様なアイデアを出し合っている。
来年は逆に例年よりも充実した１年にしたいと思った。

・解説・

問題を「壁」に、解決することを「ぶっこわす」という言葉にたとえた。

現在、コロナウイルスの影響で出来ることは限られてきている。その中でも
私たちに出来ることはあると思う。直面してしまった壁（問題）があった時
にはまずは自分たちなりに解決策を考えて、出来ることはやっていきたいと
いう思いでこの宣言にした。

・これからの予定・

壁１ ：オープンキャンパスや進路に関する講演会などが減って
進路について考える時間が減った。

解決策 ： ①リモートで進路講演会を行う。
②自分で調べる。

壁２ ：イベントが減って人と関わる機会が少なくなった。

解決策 ：リモート内で出来るイベントを考える。

これからはこのように壁に対して解決策をまず自分なりに考え、
実践できることがあれば実践していく。

岡山県立矢掛高等学校



 

和気閑谷高校のアクション宣言 

継続･浸透 

障がい者野球 

・もっと知ってもらう！ 

・さらなる道具の開発 

・外部団体によるクラウドファ

ンディングへの協力 

ガチャガチャマシン 

・種類の増加 

・地域の企業と協力 

・売上金をどこへ寄付するか 

・支援学校や作業所との連携 

コロナのおかげで気

付けた新たな可能性 

・オンライン、インターネットの

活用 

これから何か新しいものにチャレンジするよりも、今やっている、障がい者野球を通しての活動やガチャガチャを使った活動により力を入

れ、継続していこうという考えです。また、その活動を知ってくれている人も少ないので、もっと色々な人に知ってもらいたいという意味

を込めて継続･浸透にしました。外部団体や地元企業とのコラボレーションを withコロナの時代に合った形で積極的に行っていきたい。 





清心女子高等学校 2020ユネスコ実践交流会のまとめ 

【学習会で学んだこと】 

 

・どこの学校もさまざまな取り組みをしていることが分かった。 

・他校の活動は、自分たちだけではなく他人に目を向けて支援や学習をしているものが多い。 

・自分たちの高校についてだけでなく、高校のある街や地域についても紹介されていて、どこ

でどのような活動が行われているかがわかった。また、そこから、現状と取り組むべき課題を

知ることができた。 

・高校生の間だけではなく、地域の人とも意見を出し合って共に活動することが大切だ。 

・自分の所属するグループだけで活動するのではなく、学校内でも、他の部活、他の 

委員会などなるべく多くの人に協力を呼びかけ、何ができるかを共に考えて実行する 

ことが大切だ。 

・コロナの時期でも、何ができるかをポジティブに考えることが大切だ。発想の転換をして 

コロナの期間をプラスにとらえる。 

 

・コロナを違う視点から見ることでコロナを活用した 

・発想の転換をしてコロナの期間をプラスにとらえる。 

・オンラインでも対面でも学びの質は変わらない 

・コロナの良し悪しをきちんと知ることで前向きに楽観的にとらえることができる 

→マイナス思考からプラス思考へ 

 

【アクション宣言の背景】 

 

・他校の意見や活動を参考にして、私たちも地域とのつながりを大切にしたいと思った。 

・せっかく海外との交流を大切にしている清心だから、世界にある姉妹校と協力して 

SDGｓに関連するモノづくりをしたい。それを世界に発信して、世界中で問題を抱える 

人々を助けるために役立てたい。 

・清心らしい奉仕の心を持って行う活動を、清心の中だけでなく世界に広げたい。 

・特に今は同じ「コロナ」が世界中で問題になり、様々な形で大きく影響をしている。 

お互いの文化や状況の違いを知った上で、問題を共有して自分たちにできることを考えたい。 

他校の ESD活動を聞いた時に「楽しそうだな。」と思ったり、「清心でもできるな」「取り入れたいな」 

と思ったのが『商品開発』だった。特にガチャガチャを活用して町を PRしたグッズを販売したり、エ 

コバック作りをしたりしていたのが印象部かかった。そこで清心に足りないと思ったのは、「地域に根 

づいた活動」だと思った。 

清心がある倉敷市にはたくさんの誇るべき観光地や企業の技術がたくさんあると思う。その魅力を 

日本、世界に発信しないのはもったいないと思う。コロナ禍でできる街に貢献できる活動は何だろ 

うと考えた結果、「宣伝」にたどり着いた。コロナが終息したあとに「絶対に倉敷に行きたい」と思 

わせる活動をすれば倉敷市に貢献できると思った。そして今の私たちの売り“JKブランド”、“清心ら 

しさ”と倉敷の魅力をコラボさせればコロナ禍でもできる倉敷の宣伝ができると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 


